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Activity Development of Native-Place Associations and Settlement Area of Domestic 
Migrants:A Case Study of Migrants from Tokunoshima Island in Kobe
nakanishi Yuji*
Abstract
This paper focuses on the settlement process of domestic migrants from Tokunoshima Island, a 
part of the Amami Islands, to Kobe though the practices of native-place associations. I define the 
Amami Islands as Japan’s borderlands based on its historical background.
Migration from Amami including Tokunoshima Island to Kobe significantly increased in the 
beginning of the 20th century. Many people initially migrated to mainland Japan as unskilled 
workers at industrial areas. With a large number of people from Tokunoshima Island, several 
native-place associations began to flourish in this area after the 1920’s. In addition to this began the 
formation of cross-regional networks based on community ties or kinship.
After World War II, Amami went under the US military rule between 1945 and 1953. During this 
period, native-place associations of Amami migrants carried out more specific activities compared 
to the pre-war period, and began to have functions specific to this period. First, these native-place 
associations assisted fellow islanders with formalities required for travelling to Amami.  Second, 
they used their good offices to distribute supplies to Amami migrants.  And third, they led the Amami 
reversion movement which started in the 1950’s.
After the reversion of Amami in 1953, a great number of people emigrated from Amami where 
people were suffering prolonged economic hardship, and the number of people migrating to mainland 
Japan to work rapidly increased. Chain migration continued even after 1953, and mass employment 
was also arranged through personal connections to large-scale factories of large companies.  
These characteristics also affected the spatial distribution of migrants from Tokunoshima Island. 
The spatial distribution of migrants from Tokunoshima Island in Kobe tends to concentrate in the 
areas adjacent to coastal industrial zones. This trend has been found since the pre-war period and 
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continues to the present days. 
In addition, the spatial distribution of migrants from Tokunoshima has different characteristics 
depending on the elementary school district where they came from. Native-place associations of 
elementary school districts play a central role in the activities of today's associations of migrants 
from Tokunoshima. Then, the focus of today’s native-place associations is on symbolic activities, that 
is, cultural activities involving ethnic symbols such as traditional dances and folk songs. In recent 
years, these activities are expected to perform a function to maintain the identity which is waning 
especially among the younger generations as well as the bond among fellow islanders.
キーワード：同郷団体，徳之島出身者，境界地，奄美，神戸
Keywords: Native-place association, Migrants from Tokunoshima Island, Borderlands, 
Amami, Kobe










に属しながらも，財政上は県から切り離される「独立経済」を 1889 年から 1940 年まで強い
られ，不安定なモノカルチャー経済のもと，深刻な貧窮状況に直面した［西村 1993］。そして，





















































































資料については，まず 1925 年末に創刊され，1944 年に休刊しつつも 1946 年 4 月に再び
























































3) 『奄美』1926 年 10 月号，13 ページ。
4) 『奄美』1934 年 11 月・12 月合併号，6 ページ。
5) 『月刊奄美』1998 年 4 月 20 日号，南海日日新聞社。また，筆者の聞き取り調査においても確認された。
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1927 年 5 月に林田区に隣する須磨区の妙法寺海岸で開催された「春季運動会」の様子を伝





















6) 『奄美』1934 年 11 月号，19 ページ。
7) 前掲 6)，19-20 ページ。
8) 『奄美』1927 年 6 月号，15-17 ページ。
9) 『奄美』1928 年 6 月号，17 ページ。
10) 『奄美』1929 年 12 月号，14-16 ページ。































12) 『奄美』1927 年 7 月号，25-26 ページ。
13) 『奄美』1931 年 2 月号，14 ページ。
14) 前掲 13)，15 ページ。
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15) 『奄美』1931 年 8 月号，16-17 ページ。
16) 『奄美』1931 年 5 月号，11-12 ページ。
17) 『奄美』1930 年 11 月号，41 ページ。
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18) 『奄美』1931 年 1 月 15 日号，16 ページ。
19) 前掲 18)，19-21 ページ。
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まず，神戸において最初に結成された組織が奄美連盟本部神戸支部である。この組織は既
に尼崎で 1945 年 10 月に結成されていた奄美連盟本部との合流を視野に，同郷者の保護と「行

























縄」との差異が強調される形で展開されていった［大橋 2005; 中西 2016］。
だが，復帰運動が展開された具体的な場所に目を向けると，奄美出身者内部の微妙な差異
20) 『神戸新聞』1946 年 3 月 10 日。







会資料』に記載された 1952 年時点での兵庫県委員会構成メンバーを確認すると，88 名の委
員のうち，少なくとも 37 名が徳之島出身者で，他島出身者と比べても最大勢力となっていた。







田区で大々的に集会などが開かれることはほとんどなかった。この背景には 1952 年 9 月に
起きたいわゆる「二島分離報道」が関係している。「二島分離報道」とは，複数の新聞社が奄
美の施政権返還が近く実施されるものの，それは北緯 27 度半以北，すなわち徳之島以北に
















23) 最初に報じた『毎日新聞』は 1952 年 9 月 27 日付朝刊においてこの件を伝え，それを追う形で奄美
の名瀬で発行されている『南海日日新聞』が同月 30 日付朝刊で「復帰は徳州以北」と報じている。
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急激に活発になっていった。1950 年以降のいわゆる朝鮮特需によって需要が急伸した造船
業や鉄鋼業などが盛況を呈したこともあり，神戸への就職を契機とした移住者が急増した。
1953 年に奄美労務事務所が実施した調査では，奄美返還後に約 2 万人に上った「本土」で
の就職希望者のうち，約 1 万 7,000 人が阪神地方での就職を希望していた 24)。『神戸市統計書』
によると，1950 年代半ばから 1960 年代半ばにかけて，鹿児島県から神戸市への転入者は兵
庫県に隣接する大阪府からの転入者に次ぐ規模であった。その後，鹿児島県から神戸市への
転入者数は 1970 年頃まで毎年 3,000 人前後で推移する。
同郷者の増加が続き同郷団体活動が盛んになったこの時期には奄美出身者の同郷団体が多
く設立されている。例えば，神戸神校会という旧・亀津町の神之嶺小学校区出身者の同郷団























24) 『南海日日新聞』1953 年 11 月 11 日。
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ていない」26) と報じている。なお，この火災で類焼した 39 世帯のうち，29 世帯が奄美出身者






26) 『神戸新聞』1960 年 8 月 27 日夕刊。
27) 『奄美』1960 年 9 月 11 日号，2 ページ。
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Q と R とで固まっとるわけよ。（F 氏，1931 年生・徳之島町井之川出身，女性）
ここで登場する Q と R はそれぞれ名字であり，最初にこの地域で経営を始めた人物を介し
て親族たちが同地域で様々な店舗経営に進出していったというのである。ちなみに 1976 年
度版の『神戸徳洲会会員名簿』には，この新開地駅周辺で徳之島出身者が経営している店舗
について 33 件の広告が掲載されているが，そのうち 31 件が神之嶺小学校区の出身者で，さ
らに同校区の中心集落である井之川集落の出身者の店舗広告が 30 件を占めている［神戸徳





















館建設委員会 1993: 27］。これにより，1987 年に神戸奄美会館建設募金委員会が設立され，
奄美の全自治体から総額約 2,000 万円の協力資金の提供を受けるとともに，これに神戸在住
の奄美出身者や奄美在住者などからの合わせた 1 億円余りの寄付金を得るに至った［神戸奄
美会館建設委員会 1993: 39］。この資金をもとに，1993 年，長田区若松町に神戸奄美会館「神
戸奄美むつみセンター」が完成した。
こうして徳之島出身者の集住地区にも奄美出身者の常設の施設ができ，同郷団体や文化活
動団体の拠点として機能し始めたのであるが，完成からわずか 1 年半後の 1995 年に阪神・
淡路大震災が発生する。神戸奄美会館は倒壊を免れたものの，近隣で発生した火災に巻き込
まれて大きな被害を受けた。また，この震災により奄美出身者全体で約 140 名，徳之島出身



















年から 8 月に盆踊り大会を JR 新長田駅近くの若松公園で開催するようになり，この行事は
2019 年現在も毎年恒例の行事として同公園で催されている。
しかしながら，震災が同郷団体活動に与えた影響は非常に大きく，会員の高齢化やいわゆ



















1998 年時点では毎月延べ 400 名の人々が神戸奄美会館を利用していたという 35)。
34) 筆者の聞き取り調査による。
35) 『月刊奄美』1998 年 4 月 20 日，南海日日新聞社，3 ページ。
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